
  令和元年 第３回定例会  一般質問

　今冬は記録的な暖冬小雪で市内スキー場が営業できなく、また、雪関連事
業に大きな影響が出始め、市内経済循環が滞ってきたようです。早急な対応
を措置する必要があります。
　日頃は私の活動にご指導いただき誠にありがとうございます。夏の高温に
よるコシヒカリの品質の低下、台風大雨被害とクマによる人身被害があり、
昨年は災害の多い年になりました。暖冬小雪の影響が懸念されますが、令和
2 年の新年は災害のないことを祈りたいところです。

No.16,17 令和 2年 1月発行

New Year Merger

富永 三千敏 〒 946-0085 魚沼市下折立 528
TEL 025-795-2704  FAX 025-795-2080

〇 公文書の電子データ化保管を
問　現在でも膨大な文書量が、市政が進むにつれさらに増大する。文書や資料を全て紙媒体で保管するに
は限度がある。これらを電子データ化することで保管スペースを節約でき、検索が容易で職員の業務効率
化にもつながる利点がある。また、紙ベース文書の紛失や誤廃棄にも対応できる。これらのことから文書
のデータ化を推進するべきと思うがどうか。

答　先進自治体等の取組を参考にしながら、新庁舎の収納スペース、職員の事務効率のみならず、
費用対効果、情報セキュリティ管理など、総合的、長期的な視点にたった電子化への検討が必要と
考える。

㊟　現在の市の文書量は 5,500fm( ファイルメーター ) で 5.5km にもなります。（1fm の文書量は
文書を積み重ねたときの高さが 1m になることを意味します。）
　新庁舎の保管可能文書量は 4,300fm(4.3km) で、そのうち書庫の可動式書棚に 2,800fm、各課
の通常書棚に 1,500fm が保管できますが、現在の文書量の 8 割弱しか保管できません。
常時使用する文書は新庁舎に移し、使用閲覧の頻度の低い文書は現庁舎または他の市施設に保存す
ることになっています。
　新庁舎に一本化してからは職員の作成する文書等は、作ったその場でデータ保存するようにする
ことが必要です。改ざん防止や流出防止のセキュリティのための印鑑や署名そして閲覧記録などに
相当する電子印鑑や電子署名とアクセス記録 , 不正アクセス防止などが必要になります。
　旧町村時代の文書はスキャンして検索可能な PDF などの形式で保存することで、保存スペース
を削減でき、年々増大する文書の保管が可能になるだけでなく、検索が容易にできます。また、歴
史的資料などは温度湿度の管理された施設を整備し保管することが望まれます。

（他の質問は議会だより No.66 をご覧ください。）



富永三千敏 議会活動の概略
月 日 曜日 内　　　容 月 日 曜日 内　　　容 月 日 曜日 内　　　容

魚沼市議会の本会議がインターネットで見ることができます。魚沼市 → 魚沼市議会 → 本会議録画映像配信
また、議事録もご覧いただけます。

8 4 日 ヒルクライム
5 月 議長委員長会議
6 火 スキー場を考える会
6 火 中越地区市議会研修会
7 水 議会改革特別委員会
19 月 会派議員研修（事務事業評価について、精華町）
20 火 会派議員研修（複合共生施設「Share 金沢」金沢市）
23 金 議員研修  政務活動費について ( 廣瀬和彦氏 )
28 水 全員協議会

9 1 日 小沢平登山道整備
3 火 議長委員長会議
4 水 会派会議
5 木 第 3 回定例会初日
6 金 第 3 回定例会②
7 土 湯之谷中学校運動会
12 木 第 3 回定例会③
13 金 第 4 回定例会④
18 水 総務文教委員会
21 土 観光案内所 MYU オープン
25 水 決算委員会①
26 木 決算委員会②
27 金 決算委員会③

10 2 水 湯之谷地区老人福祉大会
2 水 広報編集特別委員会

10 3 木 議長委員長会議
3 木 第 4 回定例会④最終日
10 木 湯之谷温泉郷道標会議
10 木 産業建設委員会
11 金 広報編集特別委員会
15 火 広報編集特別委員会
15 火 会派会議
20 日 魚沼市防災訓練
21 月 全員協議会
23 水 震災メモリアルコンサート
28 月 国会、防衛省見学
28 月 議会報告会（守門東野名）
29 火 議会報告会（堀之内竜光）
30 水 議会報告会（湯之谷七日市、七日市新田）

11 1 金 議長委員長会議
5 火 足立 ･ 魚沼友好自治体議員連絡協議会
9 土 出張六人搗き
12 火 産業建設委員会 行政視察（秩父市）
13 水 産業建設委員会 行政視察（安中市）
17 日 R352 早期開通期成同盟会 総会
20 水 ものづくり振興協議会 研修会
22 金 全員協議会
25 月 コミ協 PR 部会 視察（水の郷工業団地）
27 水 子ども議会

12 3 火 第 3 回定例会①
3 火 広報編集特別委員会
5 木 第 3 回定例会②
6 金 第 3 回定例会③
8 日 地域防災力向上シンポジウム
11 月 尾瀬ルート活性化委員会 中間報告会
13 金 産業建設委員会
13 金 自治会役員会

16 月 尾瀬に関する四者協議（環境省、尾瀬保護財団、
檜枝岐村、魚沼市、尾瀬ルート活性化委員会、新潟県）

17 火 議会改革特別委員会
18 水 魚沼尾瀬ルート交通会議
19 木 広報編集特別委員会
20 金 第 3 回定例会④最終日
21 土 薬師スキー場安全祈願祭
24 火 新庁舎、17 号バイパス工事視察
26 木 広報編集特別委員会
28 土 大湯温泉スキー場 安全祈願祭

　令和 2 年
1 6 月 賀詞交換会

7 火 議長委員長会議
9 木 広報編集特別委員会
9 木 上級救命更新講習
10 金 湯之谷商工会新年会

  令和元年 第４回定例会  一般質問
〇 鳥獣被害対策防止計画の改正を
問１．発熱体（クマ等）の認識に容易なサーマルビジョンを搭載したドローンでクマを捜索し駆除するべ

きでなかったか。
　２．鳥獣被害防止総合対策交付金を活用し鳥獣被害対策実施の担う人材の育成を図ってはどうか。
　３．鳥獣被害対策防止計画は主として農作物被害対策についてであるが、人身被害防止の内容を強く盛

り込み改正すべきだが。

答１．ドローンによる監視も検討したが効果的でないと判断し、車上からの巡回とした。
　２．現在利用しているが、今後も積極的に活用する。
　３．本市の被害状況を勘案し、関係機関と改正の協議を進める。

㊟　サーマルビジョンは赤外線カメラとは異なり、モードを切り替えることでモノクロの画像の中に赤
色で発熱体（人体やクマなど）を表示できます。山林内や藪の中でも上空からクマ等の捜索を遠隔から
安全に実施することができ発見が容易であり、活用できれば効果的である。サーマルビジョンを搭載す
る仕組みをさらに研究する必要があるが、多くの被害者が出た当市こそ取り組むべきと思う。
　また、予察捕獲の許可頭数を多くするよう働きかけ、必要頭数の捕獲を実施するべきで、そのため猟
友会の人材育成を各組織間の連携を強化できるよう支援するべきと思う。

　新潟福島豪雨による小沢平登山道の一部流失や雪害による渋沢温泉小屋の閉鎖もあり、ルート上の渋
沢と高石沢の橋の管理者が不在となり、常時の渡渉が必要となった。魚沼から行く尾瀬の象徴である小
沢平登山道は尾瀬フリークに愛される道である。この道のほか尾瀬国立公園内の登山道の整備と管理等
について、四者協議を開催してきた。
　出席者は、新潟（尾瀬ルート活性化委員会、魚沼市、魚沼地域振興局、県環境企画課）、檜枝岐村、
尾瀬保護財団、環境省（檜枝岐自然保護官、新潟自然保護官）であった。意見交換により、関係者で登
山道管理の協力や、簡易な橋の設置が可能か検討することが確認された。

（他の内容は議会だより No.67  発行 R2.1.25 をご覧ください。）

尾瀬（小沢平登山道等）に関する四者協議
（R1.12.16 群馬県庁内尾瀬保護財団にて）


